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新たな北海道総合計画（案）に係るパブリックコメントの 

結果について 

 

 

１ パブリックコメントの実施期間 

令和６年４月１０日（水）～５月９日（木） 

 

２ 意見提出状況  

 ・意 見 数：７２０件    

 ・提出者数：４７７人・団体 

 

 〈内 訳〉 

意
見 

全体 

 
 提
出
者 

全体 

 

個人 
 

団体等 個人 
 

団体等 一般 こども 一般 こども 

720 706 132 574 14 477 473 53 420 4 

 

３ 意見反映状況  
Ａ 

意見を受けて案を 

修正したもの 

Ｂ 
案と意見の趣旨が 

同様と考えられるもの 

Ｃ 
案を修正していないが

今後の施策の進め方等

の参考とするもの 

Ｄ 
案に取り入れ 

なかったもの 

Ｅ 
案の内容についての 

質問等 

２２ ３５１ １１７ ４９ １８１ 

 

 

［主な意見（一般分）］ 

○全体に関すること  

 ・全体として、北海道の強みや課題に対応した施策の方向性が明確に示されており、 

分かりやすい計画になっている。 

 ・大変幅広い課題に取り組んでいかなければならず、一朝一夕に実現できるものでは 

ないが、道民が安全に安心して生活することができ、その生活を次の世代に引き継 

いでいけるよう協力していきたい。 

 ・計画の内容については、どれも各地域において重要・喫緊の課題であると感じてお

り、めざす姿の実現にあたっては、自治体間・地域における広域連携が必要である

ため、道のリーダーシップに期待している。 

 

 

（単位：件） （単位：人） 

（単位：件） 

資料１ 
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○「第３章 政策展開の基本方向」に関すること 

〈基本方向１ 潜在力発揮による成長〉 

・「食市場の変化やニーズの多様化」の「ブランド力の強化や輸出を含む農産物など 

 の販路拡大」の後段に、消費者と生産者を近づける「地産地消」の文言を追記する 

べき。 

・観光地としての魅力向上のためにも、使われていない地域資源を活用した新たな取 

組が必要。 

 

〈基本方向２ 誰もが可能性を発揮できる社会と安全・安心なくらし〉 

・地方でも都市圏と同レベルの医療サービスを受けられる環境づくりを推進していた 

だきたい。 

・女性や高齢者、若者の就業率を上げるためには、福利厚生を手厚くするなど他の都 

府県よりも働きやすい環境を作っていくことが必要。 

 

〈基本方向３ 各地域の持続的な発展〉 

・多文化共生社会の実現のためには外国語教育が重要。 

・北海道は広大な面積を有しており、都市間での移動距離が長く、交通面での暮らし

づらさがあるため、デジタル技術などを活用してこれらの問題を解決させることが

必要。 

 

○「第４章 地域づくりの基本方向」に関すること 

 ・地域の発展のため、港湾と高速道路、鉄道などとの複合的なリンクが重要。 

 ・温泉、アイヌ文化、ジオパークなどの地域の特徴を活かし、教育や福祉分野と民間 

企業などが連携した取組を実施することにより、地域の魅力発信に繋がる。 

 

○「第５章 計画の推進」に関すること 

 ・今回、策定した計画案については、広く道民に周知し、オール北海道の問題として 

共有できるようにしていくべき。 

 ・計画は概ね 10 年間の期間を定めているが、時代が変化するスピードは年々速まっ 

ており、この 10 年の間にも社会は大きく変化していくことが考えられるため、そ 

の実現に向けた手法については不断に見直しをしていくことが重要。 
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パブリックコメント（こども意見）の概要について 

 

■ 意見提出状況  

 ・意 見 数：５７４件（小学生 ６２件、中学生 １５４件、高校生 ３５８件） 

 ・提出者数：４２０人（小学生 ４９人、中学生 １２２人、高校生 ２４９人） 

 

［主な意見（こども）］ 

○全体に関すること  

 ・北海道の良さを大切にしながら、活気があり、多様性を重視する未来であってほし 

いと思います。 

・若者に意見を聞くだけでなく、若者が参加し、実際に大人の皆さんと行動を共にで 

きるなどの取組もあったら、俄然みんなのやる気が高まると思いました。 

 

○「第３章 政策展開の基本方向」に関すること 

〈基本方向１ 潜在力発揮による成長〉 

・食料自給率がとても低いので、広大な土地を活かし、できる限り自分達の住む地域 

で作って消費するというサイクルができたらいいなと思う。 

・将来、北海道の観光業につきたいと思っていたので、観光面に力をいれて沢山の人 

 に北海道の魅力を感じてほしい。若い人が興味ある企画を実施してほしい。 

 

〈基本方向２ 誰もが可能性を発揮できる社会と安全・安心なくらし〉 

 ・子育て世代のサポートを重点的に行うことで出産や育児もしやすくなり、地方への 

移動も少なくなり、人口減少の抑制も望めると思った。 

・人が少なくなってきている市や町などに新しく人が集まってくる施設を作ったりし 

して、人が来たくなる街を目指す。 

 

〈基本方向３ 各地域の持続的な発展〉 

 ・災害が起きた時に備えて食料、日用品を保存したり、安全な場所などを作ってほし 

いと思った。 

・野生鳥獣の保護や管理を進めることと環境への負担が少ない地域づくりを進める取 

組が良いと思います。 

 

○「第５章 計画の推進」に関すること 

・とても魅力的な計画に仕上がっているので、どのように道民に周知し、目標を共有 

していくということが、力を入れるべきことだと思う。 

 ・実際に北海道で生活している道民の意見を聞き、その意見を計画に反映させる取組 

が素晴らしいと感じた。 


